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概　要
2017年３月に小学校学習指導要領が改訂され、2020年度に全面実施へと移行する。音楽科において、鑑

賞は引き続き重要な役割を担う領域である。先行研究をとおして、鑑賞指導に関する課題の整理を行った後、
小学校音楽科における鑑賞授業として第４学年≪白鳥≫を取り上げ、授業分析、ワークシート分析、インタ
ビュー調査をとおして、「教材の豊かさ」「音源の工夫」「授業の構成」「教師の指示・発問・言葉がけ」の観
点から検討を行った。

キーワード：小学校、音楽科教育、鑑賞

はじめに

2016年12月21日に、中央教育審議会は「幼稚園、小学
校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領
の改善及び必要な方策等について（答申）」1）（以下、「中
央教育審議会答申」と記す。）を示した。「中央教育審議
会答申」では、「第２章 各教科・科目等の内容の見直し」
「７．音楽、芸術（音楽）」において、「①現行学習指導
要領の成果と課題」が示されている。課題について、「感
性を働かせ、他者と協働しながら音楽表現を生み出した
り、音楽を聴いてそのよさや価値等を考えたりしていく
こと、我が国や郷土の伝統音楽に親しみ、よさを一層味
わえるようにしていくこと、生活や社会における音や音
楽の働き、音楽文化についての関心や理解を深めてい
くことについては、更なる充実が求められるところであ
る。」と記されている。今後、これらの課題に適切に対
応できるよう改善を図っていくことが必要となる。

2017年３月に、小学校学習指導要領が告示された。今
回の改訂では、育成する資質・能力が３つの柱に沿って
整理され、教科ごとの見方・考え方も重要視されている。
小学校音楽科の見方・考え方は、「音楽に対する感性を
働かせ、音や音楽を、音楽を形づくっている要素とその
働きの視点で捉え、自己のイメージや感情、生活や文化
などと関連付けること。」と整理されている。
堀尾（2015）2）は、「人間は、日常繰り返される生活と

文化の接触のなかで発達していく。それは人間関係のな
かで果たされる。今日では、その生活と文化が大きく変

わり、子どもをとりまく人間関係も、成長のすべての過
程をとおして、その変化が広がっている。」と述べてい
る。生活、文化、子どもたちの姿について、より深くと
らえたうえで、教育を考えていく必要があると考えられ
る。
鑑賞に関してこれまでに、高萩（1974）3）寺田（1996）4）、

三村（2003）5）、山本（2010）6）などの研究が行われて
いる。史的変遷、音楽鑑賞教育論に関する研究などさ
まざまな研究が行われている。鑑賞指導に関して、下道
（2015）7）は、これまでの鑑賞指導に関連して、「教室内
での鑑賞は、生徒にとって堅苦しく、型にはまった感が
ある。」と述べている。また、「鑑賞指導の目標は静かに
聴く態度を習慣づけ、音楽の性質を理解させ、音楽の美
しさを味合わせることである。教室では集中力や忍耐力、
音の要素の識別能力、音楽美の価値判断力といった感受
力を育てる指導が行われる。」と述べている。今後の鑑
賞指導の在り方は、どのようなものであろうか。
本稿では、小学校音楽科鑑賞指導について、子どもた

ちが楽しみながら興味関心を高め、自発的な学びに繋が
る鑑賞授業のための教師の指導法について、その在り方
の一端を明らかにすることを目的とする。

１　感性を育む

１－１　発達と学びの連続性
2017年に、『幼稚園教育要領』『保育所保育指針』『幼

保連携型認定こども園教育・保育要領』が改訂された。
それぞれにおいて、「育みたい資質・能力」「幼児期の終
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わりまでに育ってほしい姿」が示されている。「幼児期
の終わりまでに育ってほしい姿」のなかには、「豊かな
感性と表現」が記されており、豊かな感性や表現も大切
にされている。
また、『小学校学習指導要領　音楽科』の目標では、

感性を育むことが、『中学校学習指導要領　音楽科』の
目標では、感性を豊かにすることが、そして『特別支援
学校学習指導要領　音楽科（小学部・中学部）』におい
ても、目標では、音楽的な見方・考え方を働かせること
が示されている。音楽的な見方・考え方は、学習指導
要領解説において、「児童自ら、音楽に対する感性を働
かせ、音や音楽を、音楽を形づくっている要素とその働
きの視点で捉え、自己のイメージや感情、生活や文化な
どと関連付けて考えているとき、音楽的な見方、考え方
が働いている。」8）と記されている。このように、音楽的
な見方・考え方は、感性とも深く関連している。さらに
学習指導要領解説では、「音楽的な見方・考え方は、音
楽的な見方・考え方を働かせた学習を積み重ねることに
よって、広がったり深まったりするなどして、その後の
人生においても生きて働くものとなる。」9）と記されてい
る。以上のように、感性は、乳幼児期から生涯にわたっ
て、人々と関連していくこと、学びを積み重ねることに
よって、豊かになっていくことが考えられる。

１－２　感性
桑子（2001）10）は、感性とは、「環境の変動を感知し、

それに対応し、また自己のあり方を創造していく、価値
に関する能力」と述べている。さらに「感性はたんに外
界からの情報をキャッチするだけの受動的な能力ではな
く、環境とのかかわりのなかで自己の存在をつくり出し
てゆく能動的、創造的な能力となる。」と述べている。
「中央教育審議会答申」11）では、「特に重要な「感性」
の働きは、感じるという受動的な面だけではない。感じ
取って自己を形成していくこと、新しい意味や価値を創
造していくことなども含めて「感性」の働きである。ま
た、「感性」は知性と一体化して創造性の根幹をなすも
のである。 このため、芸術系教科・科目が、子供たちの
創造性を育む上でも大切な役割を担っている。」と記さ
れている。
以上のように、環境とのかかわり、能動的な能力、知

性とともに感性をとらえていく視点や、など、さまざま
な観点から考えていくことも重要となることが示唆され
る。

２　鑑賞・鑑賞指導

鑑賞12）について、『新音楽辞典　楽語』（1983）にお
いて「芸術作品を対象として、作品の形式や内容を理解
し享受13）する行為。音楽鑑賞とは、音楽を音楽として聴
く主体的能動的行為。」と記されている。
また、鑑賞指導14）について「聴取をとおして広く音楽

作品を理解し享受する学習指導面をさしている。学校に
おける鑑賞指導は、主として音楽的興味を喚起すること
に目的を置いた興味的聴取の段階から、音楽の内容を音
楽的に理解させるための理解的聴取に中心がおかれよう
が、いずれにしてもそれぞれの段階に応じてこれに没入
し、享受させることが大切だといえよう。」と記されてい
る。
木村（2001）15）は鑑賞指導について「『音楽を聴くこ

と』を、単に音楽を受容するだけではなく、音楽の美し
さや楽しさをみずから進んで味わおうとする態度や聴取
の能力をめざした積極的な活動」と記している。
以上のことから、鑑賞を主体的能動的行為、鑑賞指導

を積極的な活動ととらえる視点、及び段階的な学びの視
点が示唆される。

３　音楽科鑑賞教育

浜野（1967）16）は、鑑賞は「知的な面や道徳的な面で
も使われることがあるが、一般的には美に関する審美的
情操を意味するもので、類似した言葉として「翫賞」17）、
「観照」18）、「享受」などがある。これらの言葉が表すよ
うに、美の価値を思考や行動によってというよりは感情
によってとらえようとするものである。」と記している。
そして、「学校教育の音楽に関する学習は、すべて鑑賞
であるということができる。鑑賞は歌唱や器楽、あるい
は創作、聴取の動機となるべきであるしまた逆に歌唱
や、創作、聴取それぞれの目的は、より深い鑑賞能力で
ある。」と述べている。このことから、鑑賞が感情とも密
接に関連していることや、表現領域と鑑賞領域が密接に
関わること、音楽科において重要な役割を担っているこ
とが示唆される。
高萩（1974）19）は、音楽の鑑賞教育について「音楽の

鑑賞教育は、美に対する感受性を高めるための人間教育
であり、「すべての人間に必要なものとしての音楽教育」
の中核となるものである。」と述べている。さらに、音楽
鑑賞活動の段階として「聞いて楽しむ」「聞いて理解す
る」「聞いて価値判断する」という３つの段階があるこ
と、感覚的なものから精神的なものへとこれらの段階は
次々と積み重ねられていることを示している。

４　段階に応じた鑑賞指導

平成27年度版教育出版の指導書には、第１学年から第
６学年まで学習指導のポイントに「鑑賞の指導」が記さ
れている20）。その中で、ねらいとそのねらいを実現する
ための記述が含まれている。学年ごとに、ねらいとその
ねらいを実現するための記述は異なっているが、その内
容には大きな差異はない。各学年の活動例についてまと
めたものが、表１である。
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学年が進むにつれて、徐々に周りの人々と想像したこ
とや感じ取ったことを共有しながらさまざまな音楽に触
れ、最終的に、理解することを目指したものとなってい
る。また、何に着目して聴くかについては、徐々に音楽
の諸要素と関連づけて学ぶ活動へと移り、最終的には楽
曲を聴いて、想像したこと、感じ取ったことについて、
なぜそのような感じがするのかを自分の言葉で表すこと
を目指したものとなっている。このように、段階をふん
でいることが分かる。

５　鑑賞教育の課題

国立教育政策研究所教育課程研究センター『特定の
課題に関する調査（音楽）調査結果（小学校・中学校）』
（2010）21）によれば、「小学校　鑑賞に関する問題」では、
４つの部分から成る音楽を聴き、どのような様子が表さ
れているかについて約７割の児童が記述しているが、そ
の音楽の強弱の変化をとらえて記述した児童は約２割で
あったことが示されている。【授業改善】として、音楽
の要素（音色や強弱など）のうち、児童が感じ取りやす
いものを取り上げて、その要素に自ら気付いたり、その
要素と他の要素とのかかわり合いを聴き取ったりしなが
ら曲想の感じ取りを深めるような指導の工夫、が挙げら
れている。このことからは、子どもたちの学びに沿って、
音楽と用語や記号、音楽の諸要素とを関連づけて理解す
る、学びを深めるような手立てを工夫することなどが必
要になると考えられる。
学校教育における音楽鑑賞教育の目標として渡邊

（2006）22）は、「「音楽美を享受し得る下地」を何らかの
形で作っていくことが、音楽鑑賞教育の重要な課題」と
している。そして、その音楽美を享受するにあたって

の前提条件は「音楽を体験する」ことである。要する
に「音楽を自分の耳で聴く」ことである。と記している。
「音楽を自分の耳で聴く」ということには、能動的な鑑
賞の態度が必要である。能動的な鑑賞態度として渡邊は
「自分から進んで音楽を求めて聴こうとする態度」とし、
逆に受動的な鑑賞態度は、「何か説明を聞かないと音楽
が聴けないという姿勢」と述べている。受動的な態度に
おいて「何か説明を聞かないと」という文言から、音楽
科鑑賞において教師が主導で進められる授業では、能動
的な鑑賞態度を育てることが難しいと考えられる。その
ため、教師の授業計画が重要な要素となる。
今（2014）23）は「日本の鑑賞授業は、教師が作品に

対する解説を行い、その後 CDを鑑賞、子どもたちが鑑
賞した楽曲作品に対して、感想を記述するという学習パ
ターンがこれまで往々にして行われてきた。しかしなが
ら、このような学習は、子どもたちが受身になりがちで、
活発な学習活動へと展開しづらいという課題が見受けら
れる。」と述べている。さらに津田（2010）24）は「鑑賞
では感想文を書かせるものの、音楽的内容が薄く作文力
で評価しがちになる。その理由として、子どもが音楽そ
のものを豊かに感じ取れていなかったり、感じ取れてい
たとしてもそれを語る術を学んでいなかったりすること
が考えられる。」と述べている。
以上のことから、受身にならず、子どもたち自身が感

じ取ること、語る方法などについて、再考する必要があ
ると考えられる。

６　音楽活動における楽しさ

学習指導要領（小学校音楽科）の目標（3）において
「音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛

表１　指導書における各学年の鑑賞指導　活動例

学年 活　　動　　例

１ 主な旋律を口ずさんだり、音楽に合わせて身体を動かしたり、楽曲の気分が異なる音楽を聴き比べたりして、音
楽を聴くことに親しみ、思いを広げながら聴くことができる活動。

２ リズムや旋律が反復したり問いと答えのように掛け合ったりするような音楽を形づくっている要素の係わり合い
を感じ取りながら、子ども自らが音楽を聴くことに親しみ、思いを広げながら聴くことができる活動。

３ 楽曲に合わせて体を動かしたり、曲想の異なる楽曲や対照的な部分を聴き比べたり、主な旋律を口ずさんだり、
楽器で演奏したりして音楽を特徴づけている要素の働きと効果を感じ取ることができるような活動。

４ 曲を聴いて想像したことや感じ取ったことを言葉で表し、それらを友だちや先生に伝えることにより、友達の感
じ方のよさや違いに気が付き、自分の感じ方を広げるなどの活動。

５
体を動かす活動を通して音楽の移りゆく変化を感じ取ったり、曲想の異なる楽曲や楽曲の中の対照的な部分を聴
き比べたり、我が国の音楽と諸外国の音楽などを聴き比べることで、曲想や音楽の特徴の違いを感じ取ったりす
るなどの活動。

６ 楽曲を聴いて想像したことや感じ取ったことの理由を音楽を特徴付けている要素や音楽の仕組みに結び付けて自
分なりの言葉で表すことで、音楽を特徴付けている要素と音楽の仕組みのかかわり合いを理解するなどの活動。

（平成27年度版『音楽のおくりもの教師用指導書 指導編・研究編』教育出版、第１学年、及び第３学年～第６学年 p.19、第２学年 pp.18
～19をもとに筆者作成。）
・一重下線は、段階に応じた活動、二重下線は楽曲の何に着目して聴くかについてあらわれている箇所を示している。
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好する心情と音楽に対する感性を育むとともに、音楽に
親しむ態度を養い、豊かな情操を培う。」と示されてい
る。学習指導要領解説では、「音楽活動の楽しさを体験
する」25）とは、主体的、創造的に表現や鑑賞の活動に取
り組む楽しさを実感することとしている。また、児童が
体験する音楽活動の楽しさは、いろいろな感じ方や考え
方に接したり、音楽を味わって聴くことができたりした
ときなどに、一層豊かになることが示されている。
根岸（1999）26）は「楽しいこと＝何かがわかること」

と記しており「何かがわかるということは、音楽史的な
特別の知識を得ることではなく（もちろん知識も無関係
ではないが）、音楽の身振り、とりわけその変化を具体
的に感じ取り、その意味を探る気持ちになる、というこ
とである。」と述べている。このことから、楽しいこと
と何かが分かることは密接な関係であることが考えられ
る。また、福井ら（1999）27）は、鑑賞活動における楽し
さに関して、生徒が “楽しい ”と感じる時について、（1）
活動そのものが楽しい時、（2）心を開いて自分なりの聴
き方で聴くことができ、それが認められる時、（3）授業

の中で新しい発見があった時、（4）音楽を聴いて心を揺
さぶられた時の４点を挙げている。
以上のことからは、子どもたちの状況を正しくとらえ、

分析、判断できる教師の力が重要となることが示唆され
る。

７　音楽鑑賞授業

小学校音楽科における鑑賞授業の例として、≪白鳥≫
を取り上げる。

７－１　授業の概要
Ａ小学校における≪白鳥≫の音楽鑑賞授業について

まとめたものが、表２である。授業者は、Ｂ教諭であ
る。授業は、2017年６月27日に、音楽室にて行われた。
４年生全12名が出席していた。音楽室には、グランド
ピアノ、スピーカー、子ども用の机と椅子、教材庫、掲
示板が備えられている。楽曲は、カミーユ・サン＝サー
ンス（1835-1921、フランス）作曲「動物の謝肉祭より
≪白鳥≫」が提示された。めあては、「せんりつの特徴

表２　第４学年　≪白鳥≫の鑑賞

児童の活動 教師の支援 指導の重点

０分 ○≪サモア島の歌≫を歌う。 ○ピアノ伴奏をしながら、「乗り遅
れないよ。」と言葉掛けを行う。

３分 ○ワークシートに名前を記入する。 ○ワークシートを配布し、黒板に
ワークシートを拡大したものを貼る。

○ワークシートは授業の流れに沿っ
ている。また、拡大したワークシー
トは児童に配布したものと同じもの
である。

○めあて

せんりつの特徴を感じ取り
ながら聴こう。

○「今日は≪白鳥≫の旋律の特徴、
旋律はメロディーのことね。それ
を感じ取りながら聴こうとしていま
す。」と言葉掛けを行い、めあてを
示す。

５分 ○≪白鳥≫、及び作曲者の説明を聞
く。

○サン‐サーンスの肖像画を貼る。
ワークシートにも記入されているサ
ン＝サーンスについての説明を行
う。

○ワークシートのサン‐サーンスに
ついての説明では、年齢も示しなが
ら説明を行い、児童にとって身近な
ものとなるようにしている。

10分 ○「動物の謝肉祭」の中の≪白鳥≫
以外の曲を聴き、動物をあてるクイ
ズに答える。

○曲の特徴をあらわすヒントを出し
ながらクイズを進める。

○≪カンガルー≫≪鳥≫≪亀≫を取
り上げ、クイズの問題とし、その後
児童が楽曲のどこに着目して聴くの
か、考えられるようにしている。【１】

○児童が聴きたい曲をリクエストす
る。

○クイズで出なかった他の曲を児童
のリクエストで提示する。≪ピアニ
スト≫≪水族館≫を提示する。

○曲の雰囲気、曲の感じを生み出し
ているもの、作曲家が大切に考えて
いることなどに着目するよう促して
いる。【２】
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を感じ取りながら聴こう。」であった。

７－２　授業の分析
表２のようにまず、本時では、サン＝サーンスがどの

ような人物であったのか、説明が行われている。生没年
月日についても確認が行われ、その後、２歳、３歳、10

歳、13歳でどのような生活をしていたのかが紹介された。
また、詩、天文学、数学などにも関心が高かったことが
紹介された。このことによって、子どもたちは、興味を
もち、自らの生活と関連づけることも考えられる。表中
に示した【１】と【２】では、≪白鳥≫を聴く前に、他
の動物の楽曲を聴き、何をどのように聴くのか、確認さ
れている。動物をあてるクイズ形式で提示されており、
子どもたちは興味をもって参加することができる。≪カ
ンガルー≫では、リズムについて確認された。子どもた
ちには、「テンッ、テンッ、テンッ、テンッ」のリズムと
して言葉で説明された。≪鳥≫では鳥のさえずりがきこ

え、音色に着目をしたこと、そしてどんな楽器で演奏す
るとそのような音にきこえるのかが、確認されている。
また、≪亀≫では速度に着目し、≪天国と地獄≫との比
較を行い、２度聴いて具体的に確認が行われている。≪
亀≫を鑑賞する前には、教師は「さ、音が小さいです。
スピードがゆっくりです。これに合う動物はどれでしょ
う。」と言葉掛けを行っている。この言葉掛け、及び実
際の演奏の内容から、多くの子どもたちは、ワークシー
トに記された動物のなかから、亀を予想しながら聴いて
いると考えられる。≪カンガルー≫や≪鳥≫のクイズの
際に、教師は、なぜその動物と分かったのか、理由を尋
ねていた。そのため、≪亀≫の演奏後には、教師から尋
ねられる前に「のろのろしてたから。」と、進んで理由も
答える子どもも見られた。また、「先生、今度僕、動物
の謝肉祭を聴いてみる。」と発言している子ども見られ
た。このことからは、教師の提示により、児童が興味を
もち、自ら聴いてみようと思ったことが考えられる。

20分 ○曲想を生み出しているポイントに
ついて理解を深める。

○「曲の感じを生み出しているもの」
について「旋律の動き」「音色」「速
さ」「強弱」の説明を行う。

○教科書では、「きくときのポイン
ト」として「せんりつの音の上がり
下がり」「リズム」「強さ」「速さ」と
記されている。

○白鳥で使用されている楽器につい
て理解を深める。

○白鳥で使用されているチェロを含
めその他の弦楽器（コントラバス、
ビオラ、バイオリン）について学び、
チェロが≪白鳥≫で使用されている
ことを示す。コントラバスに関連し
て≪象≫を提示する。

○教科書では、バイオリンとチェロ
の比較が行われているが、本時で
は、弦楽器全般を提示し音色の違い
について考えられるように配慮して
いる。【３】

30分 ○白鳥の第１印象をワークシートに
記入し、発表する。

○白鳥を１分程度流す。白鳥の第一
印象をワークシートに記入するよう
言葉掛けを行う。

○まず、楽曲を短く聴くことで、直
感的なものを書くようにしている。
【４】

35分 ○白鳥を１曲全て聴き、思い浮かぶ
白鳥の情景（始め→中→終わり）を
ワークシートに記入し発表する。

○次に、≪白鳥≫の曲全体を提示す
る。白鳥が「いつ、どんな場所で、
何をしているか」について「始め、
中、終わり」で自分の想像を記入す
るよう言葉掛けを行う。
○≪白鳥≫のピアノ演奏について、
説明を行う。

○楽曲全体を聴き、楽曲がどのよう
に変化しているのかを聴くことがで
きるようにしている。【５】

40分 ○白鳥を演奏している映像をみて、
演奏の仕方を学ぶ。

○白鳥を実際に演奏している映像を
提示する。演奏の仕方から「曲の感
じを生み出している特徴」について
提示する。

○白鳥のなめらかな演奏はどのよう
になっているのか、演奏している映
像を見ることで、演奏の方法にも興
味をもつことができるようにしてい
る。【６】

45分

50分

○学習の振り返りを記入する。 ○「今日の≪白鳥」を聴いてどうで
したか。」「何が分かりましたか。」と
ワークシートに記入するよう言葉掛
けを行い、学習の振り返りを行う。

・表中の下線は、特に重要な内容を示している。【１】～【６】は、聴く活動が現れている箇所を示している。
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その後、子どもからのリクエスト曲≪ピアニスト≫≪
水族館≫においても、一貫して、音楽の諸要素「旋律」
「音色」「速さ」「強弱」に関連した学びが深められてい
く。《水族館》では、教師と子どもの対話のなかで、ハ
リーポッターのような、神秘的な曲想であることが現れ
る。その後「もしかしたら、サン＝サーンスさんは、魚
になったんじゃない？」と意見を述べる子どもも見られ
た。子どもが楽曲のイメージを膨らませている様子がう
かがえる。
【３】では、≪白鳥≫を演奏している楽器チェロと、
コントラバス、ビオラ、バイオリンを比較して聴取する
ことにより、白鳥のイメージと、チェロの音色が合って
いることを子どもたち自身で確かめる活動が行われてい
る。ここでは教材の豊かさが現れている。また、教師の
指示、発問、言葉掛けに関して、「みんなも、サン＝サー
ンスさんと同じ気持ちかどうか、ちょっと聴いてみてく
ださい。」と子どもたちが聴く活動に集中できるような言
葉掛けが行われている。【４】では、≪白鳥≫を短く聴
き、子どもたちは、第１印象を感じ取っている。【５】で
は、≪白鳥≫全体を聴き、楽曲の構造について、変化に
着目しながら、白鳥がいつ、どんな場所で、何をしてい
るか、について各自で想像しながら聴く活動が行われて
いる。この内容は、ワークシートに記されている。また、
ピアノの演奏は、リズムが細かく、「チャチャチャチャ、
チャチャチャチャ」と音が少し多いことも指摘されてい
る。音源に関して本時では、CDに含まれた楽曲の提示
は、CDラジカセではなく、オーディオが用いられてい
る。【６】では、映像を見ながら、≪白鳥≫を鑑賞する
活動が行われている。演奏方法にも着目しながら聴くよ
う、言葉掛けが行われている。
森保（2017）28）は、鑑賞指導の工夫（1）聴き方の工

夫について、以下の５点を挙げている。①表現しながら
聴く。②発見しながら聴く。③比較して聴く。④予想し
て聴く。⑤取り出して聴く。このように、聴き方にもさ
まざまな方法が存在する。今回の授業のなかで【１】か
ら【６】の聴く活動では特に、②、③、④、⑤が現れて
おり、さまざまな聴き方の工夫が行われている。
以上のことから本時の授業では、「教材の豊かさ」「音

源の工夫」「授業の構成」「教師の指示・発問・言葉掛け」
に配慮されていると考えられる。
授業がさまざまな方法で聴く時間、意見を発表する時

間、ワークシートをまとめる時間等で構成されており、め
あての内容を中心に、音楽史、音楽的知識に関する内容
等が含まれさまざまな広がりをもったものとなっている。

７－３　ワークシートの特徴
本時に使用されたワークシートでは、めあてが示され、

1.サン＝サーンスについて、2.組曲「動物の謝肉祭」全
14曲について、3.演奏されている楽器（弦楽器）につい
て、4.（1）曲の感じ、（2）思い浮かぶ白鳥の情景（始

め→中→終わり）、（3）曲の感じを生み出している特徴
（チェロとピアノ）、学習を振り返って、で構成されてい
る。2.と3.の間には、＜ポイント＞曲の感じを生み出し
ているものを記す欄も含められている。このポイントの
箇所で、「旋律の動き」「音色」「速さ」「強弱」を確認す
ることで、その後の4.においても、より、子どもたちが
自信をもってワークシートを記すことができることが考
えられる。また、音楽の諸要素と楽曲の感じや情景を結
び付けることなどにもつながっていくことが考えられる。
さらに本時では、音楽鑑賞授業を中心に授業が行われ

たが、他の音楽科の授業内で「音楽鑑賞カード」を用い
て、15分程度で鑑賞が行われる場合もある。日付、曲名、
作曲者、主な楽器、感じたことや気が付いたことを記
す欄、メモ欄が含まれている。「曲の様子や感じを言葉
で表すとき、ヒントとして使う」ための語群が示されて
おり、30示されている。「明るい」「暗い」「おだやかな」
「かがやかしい」「おどけたような」などが示されている。
このことは、子どもたちが曲想などについて言葉で表現
する際にも、助けとなる情報となることが考えられる。
子どもたちの振り返りの記述からは、曲想に関する内

容が多く記されていた。同時に作曲家や楽器の音色や奏
法、音楽の諸要素に関する記述（速さなど。）も見られ
る。曲想に関する記述は12名中６名、作曲家に関する記
述は12名中４名、楽器に関する記述は12名中５名、音色
に関する記述は12名中２名で見られた。
日本音楽教育学会会長諮問プロジェクト調査報告書

（2015年10月20日）29）では、心に残っている鑑賞曲は、
イメージや雰囲気の強い印象であることが示されてい
る。深く印象に残った楽曲は、後になっても心に残る楽
曲になることが考えられる。

７－４　インタビュー調査
B教諭への音楽科授業や音楽鑑賞に関する内容につい

て行ったインタビュー調査の結果を示したものが表３で
ある。インタビュー調査は、2017年９月８日に行った。
表３のように鑑賞は、表現、読譜、学校行事、他教科、

などさまざまな内容と関連している。音楽劇などの総合芸
術とも関わりがあり、低学年から、他教科や行事等との関
わりも含め、全体的な計画のなかで、鑑賞教育をとらえて
いく必要がある。楽譜は曲を視覚的に見ることができ、曲
を感じる手がかりとしても大切であり、音楽的知識に関す
る学びとともに鑑賞活動を考えていくこととなる。

７－５　考察
授業の分析からは、「教材の豊かさ」「音源の工夫」「授

業の構成」「教師の指示・発問・言葉がけ」に配慮されて
いると考えられる。このことは、教師自身が鑑賞するこ
との重要性を意味しているとも考えられる。また、「教師
の指示・発問・言葉がけ」に関しては、子どもたちの実
態を把握していることが必要不可欠である。また教師は、
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教材研究などにもとづいた、学習が深まった子どもの姿
を具体的に描くことも重要となると考えられる30）。
表２のように、「せんりつの特徴を感じ取りながら聴

こう。」というめあてに沿って、活動が行われていた。
活動のなかでは、曲想を生み出すポイント、使用されて
いる楽器、楽器の奏法、作曲家についての学びと関連さ
せて学習することにつなげられており、さまざまな学び
と関連していることが特徴である。聴き方に関しては、
比較して聴く、予想して聴く、取り出して聴く、などの
聴き方が現れており、工夫されている。さらに、≪水族
館≫の鑑賞では、「もしかしたら、サン＝サーンスさん
は、魚になったんじゃない？」と述べている子どもがい
る。このことからは、子どもが「動物の謝肉祭」の世界
に入り込み、イメージを膨らませている様子が考えられ
る。さらに教師は、「今日はみんないい耳、心をしていま
す。聴いて、それぞれこんな動物ってあてられたという
ことは、曲の感じを生み出しているものをみんなはちゃ
んと感じ取ったからです。」と述べている。よい耳、よい
心のような表現、教師の言葉掛けは、子どもがじっくり
と音楽を味わう活動とも深く関連しているとうかがえる。
表２中の【３】では、バイオリン、ビオラ、チェロ、

コントラバスの音色が比較聴取されており、子どもたち
は実感をともなって学ぶことができると考えられる。ま
た、他の弦楽器と比較しながらバイオリンを学ぶことは、
さらに学びを深めていくことに関連していくと考えられ
る。そして【６】では、チェロの演奏方法を確認しなが
ら鑑賞することで、旋律の特徴と楽器の奏法とが深く関
連づけられている。さらに教師は、≪カンガルー≫のリ

ズムを「テンッ、テンッ」と言葉で表現、ピアノ演奏を
「チャチャチャチャ」と言葉で表現するなどして、子ども
たちが理解しやすいような表現を用いている。
本時の授業では、ワークシートにおける子どもたちの

ふりかえりの記述のなかで、作曲家や楽器に関する記述
も多く見られた。授業冒頭での作曲家の紹介、授業終了
時の DVD視聴も影響を及ぼしていると考えられる。授
業終了時には、子どもたちから、どの会場での演奏なの
か、また、サン＝サーンスは、どこで演奏を行ったのか、
などの疑問が現れていた。このことからは、子どもたち
が、鑑賞活動にかなり集中している様子がうかがえる。

おわりに

音楽科は、感性を育むことや人間教育に関連して、重
要な役割を担っている。音楽鑑賞授業の分析からは、子
どもたちが興味・関心をもつために教師によって、さま
ざまな工夫や配慮が行われていることが明らかになっ
た。それらは、子どもたちの「もっと聴きたい」「もっと
学びたい」、といったより深い学びにもつながっていくと
考えられる。そのためには、教師が普段から子どもたち
の姿、学習状況をよくとらえておく必要がある。分かる
ことには自らの達成感、周りからの肯定的なものが得ら
れることにより、自己肯定感がえられ、結果としてそれ
が「楽しさ」へと繋がる場合もある。それゆえ、授業導
入部分の「楽しさ」のみならず、授業を通して感じられ
る「楽しさ」が必要と考えられ、教師の教材研究や自己
研鑽が重要である。子どもたち自身が感じ、考え、学び
が深まり、発展していくような手立てについて、今後さ

表３　インタビュー調査の結果

インタビューの項目 回　　答

１ 子どもたちの音楽授業中の様子と普段の様子の違いがあ
るのか。あるとすればどんなところか。

違いはほとんど見られない。小学校低学年から発表を含
め表現することに抵抗がないように心がけて指導してい
る。

２ １時限を鑑賞でおこなうことは多いのか。 １時限（45分間）を鑑賞で行う授業は年に数回しかない。

３ 音楽と美術との関連や他の教科との関連はどのようにさ
れているのか。

具体的には、国語と関連させスイミーの音楽劇を行った。
国語で学習したことから台詞、歌唱について意味づけを
しながら行う。場面ごとに強弱や速度など自分たちで考
えながら行っていく。

４ 表現と鑑賞は相互的と学習指導要領にされているが実際
の授業ではどのように示されているのか。

低学年での鑑賞では、表現と関連させた活動が多い。具
体的には、付点のリズムを感じるために実際にスキップ
を行ったりする。

５ 楽譜、読譜、記譜、絵譜についてどのように考えてい
らっしゃるのか。

楽譜は、曲を視覚的に見ることができ、曲を感じる手が
かりとして必要である。

６ 全校で行う音楽の取り組みでどのようなものがあるか。 芸術鑑賞会、コンサート、劇、全校での合唱が行事とし
て実施している。

７ 鑑賞についてどのようなイメージがあるか。 鑑賞は、表現領域の歌唱や器楽などにも繋がる。どんな
ものに対しても「きく」という力が大きい。その支えと
なるものとして鑑賞が大事。
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らに詳細に検討していく必要がある。
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付記

本論文は、平成29年度修士論文 市川裕加里『音楽科
鑑賞授業に関する研究―小学校音楽科鑑賞指導法を中心
として―』の一部に加筆・修正を行ったものである。研
究に協力して下さった皆様に心より感謝申し上げます。
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